
２月号 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１－ 
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 ＜今月号掲載＞ 

 ●第 61 回、62 回連続共育セミナー、Ｈ．26 年度市民活動推進補助金、「イーパーツ」リユースＰＣ寄贈プログラム  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.2 

 ●ボランティアバスのお知らせ、災害時ボランティアセンター立ち上げ訓練   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.3 

 ●ＦＭやまと「やまとっこ☆みつけた」第 201・202 回、“大和市の”シリーズ（１１）「協働」   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・p.4 

 

２０１４ 

あの手この手で考えて、あの手この手で問題解決！ 

あの この 
あの手この手のマークの間のＳは solution（解決）のＳです。 

*「あの手この手」は大和市民活動センターのＨＰではカラーでご覧になれます。 

 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

今
、
冬
の
季
節
「
泉
の
森
」 

 
 
 
 
 

（
大
和
市
）
内
に
あ
る
自 

 
 

 
 

然
観
察
セ
ン
タ
ー[

し
ら
か

し
の
い
え]

の
前
に
広
が
る
上
草
柳
調

整
池
は
カ
モ
の
群
れ
で
に
ぎ
わ
っ
て 

い
る
。
大
小
さ
ま
ざ
ま
、
カ
ラ
フ
ル
な

カ
モ
が
い
る
な
と
思
う
と
、
全
身
黒
っ 

ぽ
い
カ
モ
も
い
る
。
種
類
が
違
う
の

か
、
雄
（
オ
ス
）
雌
（
メ
ス
）
の
違
い

な
の
か
、
ど
う
に
も
わ
か
ら
な
い
ま
ま

何
年
も
経
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
大
和

市
の
北
端
に
あ
る
「
つ
る
ま
自
然
の

森
」
も
観
察
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
い

る
東
林
野
鳥
の
会
の
方
か
ら
県
立
相

模
原
公
園
研
修
室
で
「
お
も
し
ろ
野
鳥

セ
ミ
ナ
ー
」
を
持
ち
ま
す
と
聞
き
、
出

か
け
た
。
講
師
の
石
田
ス
ー
ザ
ン
さ
ん

が
カ
モ
の
雌
雄
の
見
分
け
方
を
か
な

り
の
時
間
を
割
い
て
説
明
し
て
く
れ

た
の
で
い
っ
ぱ
し
の
カ
モ
博
士
に
な

っ
た
気
が
し
た
。 

こ
の
セ
ミ
ナ
ー
を
主
催
し
た
東
林

野
鳥
の
会
は
25
年
目
の
会
。
毎
月
、
野

鳥
観
察
会
を
開
催
し
、
例
え
ば
「
つ
る

ま
自
然
の
森
」
で
は
年
間
40
種
前
後
の

野
鳥
を
確
認
、
記
録
し
、
デ
ー
タ
を
蓄

積
し
て
き
て
い
る
。
そ
の
過
去
と
現
在

の
記
録
か
ら
説
得
力
の
あ
る
「
未
来
の

街
の
な
か
の
豊
か
な
自
然
の
姿
」
は
ど

う
で
あ
っ
た
ら
い
い
の
か
、
具
体
的
で

確
か
な
イ
メ
ー
ジ
の
街
づ
く
り
が
構

築
で
き
そ
う
だ
。（
毛
が
３
本
） 

“大和市の” シリーズ (1１) 
～協働：大和市民活動センター～ 

  4 ページをご覧ください。 
 

 大和の駅 6回シリーズ・ その 5 高座渋谷駅 絵・大澄 剛 

 大和市在住の漫画家。『このゆびとまれ』（日本文芸社刊） 発売中 

 今月、２月８日（土）に 『このゆびとまれ』 第２巻も 発売です。 

今年は大和市民活動センター設立１０周年 

「寒さに負けるな！」 元気な小学校児童たちが小田急線の高座渋谷

駅わきの踏切を列をつくって下校です。この近くからは雪をかぶった

“冬の富士”がきれいに見えます。 
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次回の第 62 回連続共育セミナーは  

助成金、協働事業申請のためのお役立ち講座 「“NO”と言わせない提案書の書き方」 

 

 

第９回かながわ 

イーパーツ 

リユースＰＣ 

寄贈プログラム 

市民活動推進補助金募集にあたって、事業計画、企画書作

成の相談会を開催しました。1 月 6 日(月)～17 日(金)までの

間に相談された 6 団体に、市民活動課の職員と共にセンタ

ースタッフも相談に応じました。 

 

第 61 回連続共育セミナーリポート  

市民活動団体のニーズにぴったり、使い分けがわかった   

「今どきの広報事情」～Web を活用しての広報～ 

1 月 16 日（木） くもり 

センター隣りの建て替え工事が進行中。水道の配管

工事は、スコップでの力作業とばかり思っていたら、シ

ョベルカーが運ばれての大規模工事。倉庫を移動す

ることなく、短時間で見事に倉庫の下に水道管を通し

てしまった。工事の後、砂利を敷き詰め、地盤の整地

をしてくれました。今まで、大雨が降ると心配していた

雨水が川のように流れたり、見えない窪みに足をとら

れることなど、今後はないと思いますが・・・ 

                    「センターに行ってよかった」 
平成 26 年度市民活動推進補助金申請のための企画書作成の相談・説明会を市民活動センターにて開催。 

 

 

日時：3月 19日（水）18：00～20：00 

場所：大和市民活動センター 

講師：鈴野和重さん 

（座間市相互提案型協働事業審議委員 

NPO 法人 相模川倶楽部代表理事） 

申し込み締め切り：3月 15日（土） 

助成金事業・制度を熟知されている鈴野和重さんが

事業審議員の立場から「助成金を獲得するコツを学

ぶ」「読む人を納得させる企画書作り・提案書の書

き方」などについてお話していただきます。 

 

講師には日本財団 CANPAN プロジェクトの山田泰久

さんをお招きして、お隣、商工会議所から机をお借り

する程の会議室一杯の盛況ぶりでした。HP をパンフ

レットに例えるならブログは日々の活動報告。ツイッタ

－はミニブログ（140 文字）として、また facebook は個

人・団体のネットをひろげた情報発信…特徴や活用方

法を分かり易くまとめたセミナーでした。関心の高かっ

たのは無料で広告がつかない「CANPAN ブログ」。そ

して応用の広さに驚きました。「団体情報発信」のこと

ばかり気にしていたのですが、ネットワークに入るとい 

 

食
事
は
ど
こ
に
い

て
も
し
ま
す
の

で
、
食
料
費
の
計

上
は
ね
～ 

活
動
を
継
続

さ
せ
る
た
め

に
補
助
金
が

必
要
な
ん
で

す
よ
。 

 

行政からのアドバイスはもちろん、市民活動する側からの

アドバイスにも熱心に耳を傾け、企画書の修正など、すぐ

に役立つ相談会が実施できました。 

その後、2 月 7 日（金）までの間に団体との個別協議を実

施し、補助金申請の支援をしていきます。 

応募する団体は、３月１５日(土)勤労福祉会館 3 階ホール

にての公開プレゼンテーションに向けて、事業内容を練り

上げていってください。 

 

うことは逆の立場から事例を学ぶ、そしてＮＰＯや市民 

活動に大切な「助成プログラム」「事業成果報告」「申請・

報告書」「財政・ＮＰＯ会計基準書式」「事業フォーマッ

ト」などを得る立場にあることだと気づきました。最後に

「今日の話を聞いて、先ずやろう！と思ったことを書き出

して、グループで共有しましょう」と言われました。感想文

に「そうだ、聞いているだけでは駄目なんだ。早速やらな

くては！」の意見がありました。私たちの漠然とした思い

を一歩前進、背中を後ろから押してくれたセミナーでし

た。（N.M） 

 

こ
こ
の
部
分

は
明
確
に
表

現
し
た
ほ
う

が
・・・ 

今回の応募期間 2013 年 12 月 20 日（金）～2014 年 1 月

31 日（金）。2 月 17 日(月)の選考会、3 月 9 日（日）の寄贈

式が楽しみです。このプログラムを広めながら団体との交

流、また神奈川県内の市民活動センター同士の話合いも

増えてきました。このグループ域では 45 台の寄贈予定で

すが、大和市民活動センター登録団体からは今回 1 件

（PC2 台）の応募でした。今回、間に合わなかったいくつか

の団体は、次回に向かって準備を始めたようです。 

1 月 29 日(水)14：00～16：00 に開催しました 
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日   時： 3 月 13 日（木）10：00～16：00 

集合場所：大和市民活動センター 

主   催： 大和市市民活動課 

申 込 み：市民活動課 TEL：046-260-5103 

       市民活動センターTEL：046-260-2586 

申込み締切：3 月 11 日（火） 

 

 

 

老人福祉施設・みなみ風 

長年、社会を支え活躍して

きた人生の先輩に敬意を払

い、愛を持ってケアをしてい

る実践現場を見学します。

どんなボランティア活動があ

るのか、ご自分の目で確か

めてください。 

自然観察センター・しらかしのいえ 

「しらかしのいえボランティア協議会」の中

に、自然案内・泉の森ガイド・野鳥・環境管

理・柳とあそぼう引地川の 5 部会があります。

泉の森を訪れる人に自然の素晴らしさを伝え

たり、森を明るく保つために伐採した木をシイ

タケ栽培に利用したり、散策道を保つための

柵に使ったり等、ボランティアの活動はまさに

森の保全の主役です。 

 

大和市民活動センター 

スタッフが添乗して「センター」

の役割りや、こんなこともボラ

ンティア？というボランティアの

幅広い活動などの説明をしな

がら行きます。 

帰ってきてからは、ボランティ

ア現場で役に立つおりがみを

体験。 

 

運
が
よ
け
れ

ば
、
ボ
ク
に

会
え
る
よ
。 

カワセミ 

さ
あ
、
出
発 

配
食
サ
ー
ビ
ス
の
お

弁
当
を
用
意
（
有
料
）

し
て
あ
り
ま
す
。 

受付票を受付けて、 

登録証を配布する ボランティア待機場所へ誘導する ニーズ係からボランティア募集の 

求人票・地図を受取る 

ニーズを把握し、活動内容、必要人員を 

案内ボードに貼り出す 

活動を希望する人たちの 

グループ編成をする 

必要な機材を渡す 

活動報告を受け、登録証の

返却を受ける。 

 

ボランティア送り出し・活動終了 機材の返却を受ける 

災害時ボランティアセンターとは・・・ 

地震などの災害時に、全国から集まるボランティア

活動をしたい人と、ボランティア活動を必要とする人

とをつなげるところです。市民活動センターは運営に

参加します。 

 

実際に、以下の役割を実践形式で体験しました。 

コーディネーターとボランティア両方を体験。ボランティア

は、自らの安全を確保して活動することを学びました。 

 

今日の反省と、明日の活動

に必要なことを確認する 

 

セ
ン
タ
ー
に

到
着
で
す 

平成 25年度災害ボランティアコーディネーター養成講座の 3回目「災害時ボランティアセンター」運営訓練 

 

 

 

 

 

大切なのは、ニーズを把握してコーディネートすること 

日時：1月 11日（土）10:00～16:30 

主催：大和市社会福祉協議会 

場所：保健福祉センター 

ボランティア見学会 市内バスツアー 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＦＭやまと  
77.7 ＭＨｚ 

  

1 月２８日（火）晴れ 

大和録音奉仕会の代表が、イーパーツのリユース
ＰＣの申込みに来館。視覚障害者のために、「広報
やまと」や「ゴミの出し方」などを録音したり、希望す
る本の朗読や誘導ボランティア活動など、長い歴史
をもっているグループです。 そんなグループの申
し込み、ぜひとも寄贈され、これからの活動に活か
して欲しいなと思いました。 

 

  朝ラジ☆ホッとスクランブル 

   大和市民活動センターだより 

『やまとっこ☆みつけた』   

 

－４－ 

第 201 回 1/7(火) シネマサークル 

 ～ 映画から新たな知識が得られる～                   

第 202 回 1/21（(火) 地域通貨クラママ 

～お金がなくても、豊かなまちづくりを ～ 

 

   「あの手 この手」 第 79 号  発行日・2014 年 2 月 1日     発行・大和市民活動センター 拠点やまと 
 

  大和市民活動センター ＜開館・月～土 9：00～18：00＞      TEL：046-260-2586  FAX：046-205-5788  
  〒242-0021 大和市中央 1 – 5 - 1              e-mail：yamato@ar.wakwak.com 
       http://www.kyodounokyoten.com/   

大和市民活動センターは「大和市新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づいて設置されています。 

 

 

2/4（火）一般社団法人やまと災害ボランティア 

                         ネットワーク 

災害時に対応できる人材育成とネットワークづくりをして

います。 

 

 

★
や
ま
と
っ
こ
☆
み
つ
け
た
★
や
ま
と
っ
こ
☆
み
つ
け
た
★
や
ま
と
っ
こ
☆
み
つ
け
た
★
や
ま
と
っ
こ
☆
み
つ
け
た
☆
や
ま
と
っ
こ 

 

 

★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆みつけた ★やまとっこ☆ 

（1１） 

2/17（火）あざみ勉強会 

有季定型の俳句をつくることから、簡潔に表現する日

本語の奥深さを学び、日常生活の潤いを感じながら、

仲間作りをしています。 

毎月 3回、午前 1本、午後 1本 

の映画鑑賞をしています。 

映画を観た後、感想を述べ合う、 

この時間がすごくよいのです。 

西洋史、日本史、社会情勢、地理、 

映画についてとびぬけて詳しい人 

などがいて、それぞれが特長のある 

感想を述べる。 

監督について詳しく話してくれる人も 

いるので、観方、考え方を伺うのが楽しいです。 

教わることが多く、映画から知識が得られています。 

映画は個人的にも観る年代によって感じ方が違い、いく

つになっても勉強ができると実感しています等々、映画

の効用が次から次へと話されました。 

「チャップリンは時代を見通す力があった人だと思う」と 

語ったのは、代表の里中さん。映画の奥深さ、歴史、人

生を学んでいる皆さんでした。 

 

    

 

  かつて、協働のトップランナーと言われた大和市。 

「新しい公共を創造する市民活動推進条例」に基づい

て設置された大和市民活動センターは“協働の拠点” 

として 2004年 11月にオープン。活動は 10年目に 

入っています。行政との協働事業で運営して、あらゆる

分野の市民活動を推進・応援しています。コンセプトは

共に育ち合う“共育”。知恵を出し合って課題解決に取

り組んでいます。 

＜これから出演します＞ ７７．７MHZ    ９：００ お忘れなく！ （再放送は当日の １５：００ と ２１：００ です） 

＜出演しました＞ 録音CDが大和市民活動センターにあります。 

 

「協働」：大和市民活動センター  

      「このままでいいの？ 鎌倉市の協働事業」 

     研修に参加。市民の課題解決に対する思い 

   と、行政職員との間に温度差がある。どこも同じ

悩みだと感じた。それをつなぐ役割が市民活動センタ

ーだと実感。それにしても、行政職員の係長クラスが

30 人も参加しての研修会が開催できたことは素晴らし

い！ さすが、鎌倉。大和でも実現させたいです。（Ｉ） 

 

   

 

 

 

★
や
ま
と
っ
こ
☆
み
つ
け
た
★
や
ま
と
っ
こ
☆
み
つ
け
た
★
や
ま
と
っ
こ
☆
み
つ
け
た
★
や
ま
と
っ
こ
☆
み
つ
け
た
★
や
ま
と
っ
こ 

 

 
第 1.3.5(火)生放送 

9:00 ⇒10：00 

 

顔の見えるつながりの中で、血の通うやりとりをしようと

始まったのが「地域通貨クラママ」です。お金に代わる

地域通貨で、人とのつながりから生活が豊かになること

を目指しました。いらなくなった絵本を、必要な人に使

ってもらう。いらなくなった人は家が片付き、欲しかった

人はお金ではなく地域通貨のクラで手に入れられる。

双方に喜ばれ、お金では買えないつながりができる。

困っている人を助けるって、重たいけど、“楽しいのが

一番”をモットーに活動しています。築地へお買いもの

ツアーなどもしています。 

「食のアトリエ」のまめぶ汁作りに参加したペルー人の

エルサさんを誘ったのがきっかけで、英語を教えてもら

うことになり、エルサさんの得意料理を英語で教えても

らったり、中学校では習わないような日常の英語を教

えてもらっています。文法にはない「おニュー」や「お寒

うございます」など、丁寧語の「お」の使い方などの日

本語を教えたりと、文化交流もしています。 

 

 

 

 

 


